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自己紹介



主な活動と経歴本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC）外部専門家 

京都府立向日が丘支援学校　相談支援センター　アドバイザー 
　　　滋賀県教育委員会　特別支援教育ＩＣＴ活用PJ　トータルアドバイザー　　　 
　　　長岡京市教育委員会　社会教育委員 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 
　　　㈱アットスクール　ICTスーパーバイザー 
　　　放課後ディサービス・フリースクール　アドバイザー 
昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





https://hugkum.sho.jp/62831

読み書き障害
（dyslexia）

聴覚情報処理障害
（APD）

反抗挑戦性障害
（ODD）

敏感・繊細
（HSC）

https://hugkum.sho.jp/62831


みんな遅かれ早かれ、出来なくなりますよ！ 
出来たほうが良いに決まっています　でも出来るようになりますか？ 

年をとると… 

見えなくなる（読めなくなる　　　　→視覚障害 
聞こえにくくなる　　　　　　　　　→聴覚障害・APD 
覚えられなくなる（忘れやすい　　　→知的障害・認知症 
歩きにくくなる（歩けなくない　　　→肢体不自由 
手が震える（細かい作業が困難　　　→DCD・パーキンソン 
書くことが困難になる　　　　　　　→LD 
食べにくくなる　　　　　　　　　　　　 
話しにくくなる 
　　　… 

代替手段が必要になるんです！！ 
そのひとつがICTの活用です 
児童生徒は出来なくて困っているんです。 

ルーペ・拡大鏡
補聴器・文字　　　
メモ・リマインダー
杖・車椅子・車
誰かにやってもらう
キーボード・音声

代替手段を知っているから自己解決 
出来るんですよ！！



Chapter 1

子どもたちの困りを理解





「書字指導アラカルト」 　　著　笹田　哲　より



Chapter 2

文字の読み書きって 
出来たほうが便利！！ 
出来なくても大丈夫！！



⇐Next GIGA

❌ツールを平等 
⭕学びを平等　



支援者の負荷が 
増えると（頑張れば） 

⇓ 
子どもたちの負荷は 
減る（楽になる）

設備のUD　  ⇒　　学び方のUD 
　　　　　　　　　  Win-Win

基礎的環境整備

⇓



文字の必要性 
ICT機器の無い時代（紀元前～約2000年まで） 

ユビキタス（時間と場所を超えて想いを伝える重要なツール）

Society5.0時代 

マルチメディア（動画・画像・音声・‥） 



読み書きが苦手でも学習はできる

GOAL!

Input 
する手段

Output 
する手段

音声読上 
でバイパス

音声入力 
でバイパス



情報の入手（input) 
聞く(聴覚） 

見る・読む（視覚） 

情報の出力（output) 
話す（聴覚） 

見せる・書く（視覚）

習得できる年齢はかなり違う 
読み書きが出来なくても、音声入力・音声読上でも同じ



Chapter 3

簡単アセスメント



1. 読みの困難さ: 

• 文章を読むのに時間がかかる、または読み飛ばしてしまう。


• 文字を一つ一つ拾って読む（逐次読み）。


• 語句や文節の途中で区切ってしまう。


• 読んでいる箇所を指で押さえながら読まないと、どこを読んでい
るか分からなくなる。


• 文章を読んだ後に内容を理解するのが難しい。


• 音読よりも黙読の方が苦手である

• 代読すると明らかに理解度が違う




2. 書きの困難さ: 

• 鏡文字を書いてしまう。


• 似た形の文字（例: 「ね」と「わ」、「め」と「ぬ」）を


間違える。

• 漢字を書くのに時間がかかる。

• 文の途中で句読点や助詞を正しく使えない。

• 文字の大きさがバラバラで、線やマス目から大きくはみ出てしま
う。


• 口述でこたえると明らかに正解率が違う



3. その他の困難さ: 
• 単語を覚えるのが苦手。


• 話すことと書くことの間にずれがある（例: 話す時はスムーズだ
が、書くと文章がまとまらない）。


• 周囲の人が話している内容についていけないことがある。


• 本を読むとすぐに疲れてしまう（易疲労性）。


• 単純なリズムで拍手するのが難しい。

• 電卓を使うと正解率が違う 



4. 音韻処理能力の困難さ: 
• 文字と音を結びつけるのが難しい（例: 「あ」を「a」と認識する
のが難しい）。


• 単語を構成する音を認識するのが難しい。

• 音を記憶するのが苦手。



Chapter 4

iPadを例に支援方法を 
簡単にご紹介します 

後半のワークショップでは 
ChromeBookでの活用を 
体験してもらいます



読めなければiPadに読んでもらえば良いのでは？ 
読むことは情報入力のツール！ 

聞くことは情報入手の一番便利なツール！



情報の変更（テキスト認識表示） 
視覚情報を聴覚情報へ



情報の変更（アプリ　Furigana） 
ルビがあれば読める



情報の変更（アプリ　ふりがなPDF） 
板書にルビ振り



書けなければiPadで音声入力で良いのでは？ 
書くことは情報出力のツール！ 

話すことは情報出力の一番便利なツール！



多様なキーボード



日本語手書き　キーボード



Chapter 5

ChromeBookの活用



h"ps://nabo-tech.com/category/ict活用法/chromebook/

https://nabo-tech.com/category/ict%E6%B4%BB%E7%94%A8%E6%B3%95/chromebook/


https://nabo-tech.com/category/application/chrome/

https://nabo-tech.com/category/application/chrome/


https://edu.google.com/intl/ALL_jp/our-values/accessibility/chromebooks-accessibility/

https://edu.google.com/intl/ALL_jp/our-values/accessibility/chromebooks-accessibility/


https://support.google.com/chromebook/answer/177893?hl=ja

https://support.google.com/chromebook/answer/177893?hl=ja


https://g-apps.jp/chromebook/chromebook-application/

https://g-apps.jp/chromebook/chromebook-application/


https://perry-blog.com/chromebook-notebook-substitute

https://perry-blog.com/chromebook-notebook-substitute


https://www.callscotland.org.uk/downloads/posters-and-leaflets/
chromebook-apps-and-extensions-for-learners-with-dyslexia/

https://www.callscotland.org.uk/downloads/posters-and-leaflets/chromebook-apps-and-extensions-for-learners-with-dyslexia/
https://www.callscotland.org.uk/downloads/posters-and-leaflets/chromebook-apps-and-extensions-for-learners-with-dyslexia/


まとめ



LD
Learning Disability 
「学習障害」

Learning Difference 
「学び方が違う」

ではなく



困った子 

ではなく 

困っている子



教員が支援を決定することではなく 

子どもたちが学び方を決定すること

選択権は教師ではなく子ども 
主体的な学びを保証する 



好循環をICT活用で目指す！！


紙とICT（ツール・手段）を自由に選択させる

（個別最適化）


↓

1週間もあれば自然に収束する


（協働的な学び）

↓


使ってみると子どもも先生も楽になる

（働き方改革）


活用に関するルールは子どもたちが決める

↓


自分で決めたから守れる



参考図書























































マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

http://maho-prj.org/

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



h"p://npo-atds.org 

h"ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

